
 

 

修士論文（要旨）修士論文（要旨）修士論文（要旨）修士論文（要旨）                

2019201920192019 年年年年 1111 月月月月    

    

    

    

    

    

    
    

    

デスカフェ参加者の死生観デスカフェ参加者の死生観デスカフェ参加者の死生観デスカフェ参加者の死生観    

− 死を意識することが人生観にどのように関係しているか死を意識することが人生観にどのように関係しているか死を意識することが人生観にどのように関係しているか死を意識することが人生観にどのように関係しているか    ––––        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

指導指導指導指導    長田長田長田長田    久雄久雄久雄久雄    教授教授教授教授    

    

老年学研究科老年学研究科老年学研究科老年学研究科    

老年学専攻老年学専攻老年学専攻老年学専攻    

216216216216JJJJ6010601060106010    

萩原真由美萩原真由美萩原真由美萩原真由美    



 

 

Master’s Thesis（Abstract） 

January 2019 

    

    

    
    

    

    

 

Views of  Life and Death among Participants in a Death Café 

: Is There an Association between Consciousness of  Death and Attitude toward Life? 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

Ｍayumi Hagiwara 

216J6010 

Master’s Program in Gerontology 

Graduate School of Gerontology 

J.F.Oberlin University 

    

Thesis Supervisor: Hisao Osada 



 

 

目次 

第１章 研究の背景     

1.1 高齢化率の上昇と死亡者数の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1 

1.2 身近になった「死」と終活の台頭（死に方の準備を始めた現代人）・・・・・ ３ 

1.3 死生学の変遷と死生観の空洞化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

1.4 死生観研究の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

第２章 研究の目的    

        2.1 目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

   

第３章 研究１ 

3.1 研究方法：文献調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

3.2 結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

3.3 考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31 

3.4 結論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

 

第４章 デスカフェとは 

4.1 始まりと現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

4.2 社会現象として・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33 

 

第５章 研究２ 

5.1 研究方法：質的調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33 

5.2 結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34 

5.3 考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

5.4 結論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41 

 

第６章 総合考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43 

 

第７章 本研究の限界と課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44 

 

謝辞 

引用文献 

資料 ①＜文献調査＞ 対象文献レビュー（メモ） 

  ②＜質的調査＞ 逐語録コード化作業シート 



 

1 

 

第第第第 1111 章章章章    研究の背景研究の背景研究の背景研究の背景 

 我が国では高齢化率の上昇に伴い、死亡者数も年々増加している。厚生労働白書 2016

年版によれば、年間死亡者数が 167 万人というピークを迎える 2039 年まで、毎年約 1 万 5

千人以上ずつ死亡者数が増えていく予想値が示されている。医療機関だけでは受け入れ不

可能になることを見込み、地域包括ケアシステムの推進で「在宅看取り」の体制構築にも

力が入れられている。このような時代背景のもと、自分がどこでどんなふうに死にたいか

を考えることも含めて、自らが死への準備をすすめる「終活」も盛んに行われるようにな

ってきた。しかし人々の関心は、“死に方”や相続対策などの“死後の始末” が中心で、

「死」までの「生」に向けた“自分なりの生き方”の模索が行われているのかどうかは未

知である。死への準備教育を通して、『死を学ぶことは、生きることを学ぶこと』とデーケ

ンが解き続けてきた死生学の基盤は、まだ現代人の心には希薄なのではないだろうか。 

「死生観」という言葉があるように、「生と死」は切り離して考えられるものではない

が、近年の老年学や死生学からの研究は、臨床死生学や終末期医療の視点から「死」前後

の短いスパンに焦点をあてたものが多く、生と死を一体と捉え、死を意識することで培わ

れる人生観や生き方の変化を実証している研究が少ないように思われる。QOD(Quolity of 

Death)の研究も行われるようになってきたが、その人らしい死の迎え方といった“死なせ

方”の研究の手前に、長寿になったからこそ死ときちんと向き合いながら、最期まで自分

の人生を自分でデザインし、主体的に生き抜くための道を探る研究が必要になってきてい

るのではないだろうか。 

 

第２章第２章第２章第２章    研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的    

本研究は、まず、死生観や死の態度をテーマにした研究の文献調査を行い、終末期支援

に焦点を当てた「死なせ方の研究」に偏り過ぎていないどうか、死を意識することで培わ

れる人生観や生き方の変化に目を向けている研究の有無を探る。 

さらにより具体的に、「死」と向き合い、「死」を学ぶことが、生きるための知恵や人生

観に実際にはどう反映されてゆくのかをインタビュー調査によって探る。対象は、死につ

いて語り合い、学ぶ場である「デスカフェ」の参加者とした。同じ場所で語り合っている

としても、生き方や思いは人それぞれのはずである。その多様な心のあり方の中から、文

献調査の結果と合せて、死を意識してこそ生まれる生き方や死生観を探る探索的研究とす

る。 

 

第第第第 3333 章章章章    研究１研究１研究１研究１    

●研究方法：文献調査 

＜分析対象文献＞ 

 2017 年 2 月 21 日 15：15、「高齢者」and「死生観 or 死の態度」をキーワードに医中誌

Web において国内論文を検索し、原著論文から、➀研究対象者が国内で日常生活を送って

いる高齢者自身である、②研究目的に高齢者の死生観を探ることにつながる言及がされて

いる、③質的・量的実証研究である、論文に絞って、紀要と報告書を除くと 94件の文献が

残った。この 94件を主題別に分類し、研究室の同輩や博士課程研究者の協力を得て、高齢
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者が自分事として「死」を捉え、今後の生き方を見据えている可能性のある分類の文献を

抽出した結果、55 件の文献が対象となった。対象文献について、「目的」「対象」「研究方

法」「明らかにされた結果」を整理し、研究視点と「明らかにされた結果」の中に、死を意

識することで、より主体的に生きぬくための示唆が含まれているかどうかを調査した。 

＜結果＞ 

 55 件の文献に、「死を意識することが生きる力につながる」ということを主題にした研

究はゼロであったが、考察で示唆している文献は 2件あった。「死を意識する」ことと「生

きる力」の関連に目を向けてはいないが、高齢者がこれからの人生にどんな思いを育て、

どんな生き方をしようとしているのかに触れている文献は 9件あった。合わせて 11件であ

り、死生観や死の態度を主題にした研究の４/５が「死」にのみ焦点を合わせ、「生」に目

を向けていなかった。 

 文献数は 55件中 11件と少ないが、得られた記述内容を意味合いの似ているものをまと

めてコード化し、概念化してみると、今回の文献調査から、高齢者が最期まで主体的に生

きるために抱いている人生観や死生観の構成概念として、4 つのコア・カテゴリーが得ら

れた。『自分事としてのメメント・モリ』『マイ・ウェイ』『信頼』『超越』である。人との

つながりを大切にしながら（信頼）、人と比べず（超越）、死までの生をより自分らしく（マ

イ・ウェイ）主体的に過ごそうとする思いの始まりには、まず「死」を自分事として意識

すること（自分事のメメント・モリ）があった。 

 しかし、今回の調査結果からは、死を意識することがその後の生き方にどのように影響

するのかについて、具体的につかむことはできなかった。そこで、次の研究 2 でより具体

的な関係をみる質的調査を行うこととする。 

 

第第第第 4444 章章章章    デスカフェデスカフェデスカフェデスカフェとはとはとはとは    

 研究 2 の質的インタビューの対象者は、近年我が国でも開催が増えているデスカフェの

参加者である。デスカフェとは、言葉の通りお茶やコーヒーを飲みながら「死」について

語り合う場で、1999 年スイスのある村で行なわれたカフェ・モーテルが始まりである。2011

年にイギリスの社会起業家が英語版にしてロンドンで開催し、Web 上で誰でもできるよう

に開催ガイドラインを掲載したことから、急速に世界に広まった。わずか 7 年後の 2018

年 7月現在で世界 56ヵ国、延べ 6,000回以上開催され、一つの社会現象になっている。 

 

第第第第 5555 章章章章    研究研究研究研究 2222    

●研究方法：質的調査 

＜調査対象＞ 

2017 年９月から毎月定期的に開催している国内唯一のデスカフェに参加する 50〜70 歳

代７人（男性 2、女性 5名）の協力を得た。 

＜調査方法＞ 
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主催者の承認を得た上で面談を依頼し、同意を得た７人に、①デスカフェに参加した動

機やきっかけ、②参加してよかったこと、③死への思いや考え方に変わったことがあるか、

気づいたことがあるか、④生と死はどんな関係だと思うか、⑤それが今後の人生や生き方

にどう影響しているか、の５つの視点によるインタビューガイドをもとに、1 人約 30 分〜

１時間の半構造化面接を行なった。 

＜倫理的配慮＞ 

 桜美林大学研究倫理委員会の承認を得ている（2017.9.21 承認番号 17019）。 

＜分析方法＞ 

生データを逐語化し、質的記述的内容分析法により文脈から「死を意識し、学ぶことで、

人生観や死生観にどのような変化が生まれているか」「最期まで主体的に生き抜くために、

どんなことを思っているか」について語っていると思われる描写を抽出し、共通意味を持

つものを集めてコード化し、概念化した。  

＜結果＞  

作成した逐語録から 70 のコードが得られ、18 のサブ・カテゴリー、12 のカテゴリー、

４のコア・カテゴリーが抽出された。コア・カテゴリーは『自分事のメメント・モリ』『学

びと承認』『潔さ』『つながりと感謝』で、ある人の親の死の様子などを生の声で聞きなが

ら積み重なっていく「生と死」や「人生」への思いには、“他人事ではない”という現実感

を伴う気持ちが内包されていた。「ピンピンコロリで逝きたいなんて思っていたけれど、そ

う簡単に死ねないこともよくわかった」という学びから、「生き方は選べるけど、死に方は

選べないから後悔しない生き方をしたい」「人は死んでも誰かの心の中でつながっている」

など、生きる意味が意識された結果のコア・カテゴリーになった。 

＜考察と結論＞ 

 文献調査から得たコア・カテゴリーと質的調査から得たコア・カテゴリーはどちらも 4

つで言葉の響きも似ているイメージがある。しかし、一つひとつ比べて考察すると、デス

カフェ参加者から聞き取った構成概念には、より切実で、死ぬ覚悟ではなく“生きる覚悟

と”いうものが見え隠れしている。しかも、煩悩にあふれる現実と折り合いながら、語り

合いの積み重ねでじわじわと自分流に育てた覚悟なので、しなやかな強さをもっている。  

つまり、主体的に、自発的に死を意識して語り合うことがよりしなやかに、より自分ら

しく最期まで生き抜く知恵と力につながることが明らかになった。 
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